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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
眼鏡フレームの形状を測定する眼鏡枠形状測定装置であって、
　眼鏡フレームの左右のテンプルの少なくとも一方に当接し、前記左右のテンプルの少な
くとも一方のテンプルの位置を移動させることによって、前記左右のテンプルの間の幅を
変更させるテンプル調整手段と、
　前記テンプル調整手段によって、前記左右のテンプルが広げられた状態で、眼鏡フレー
ムのリムの溝の測定を開始し、眼鏡フレームのリムの溝をトレースすることによって、眼
鏡レンズの周縁を加工する際に用いるリムの形状を測定する測定手段と、
　を備えることを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項２】
　請求項１の眼鏡枠形状測定装置において、　
　前記テンプル調整手段は、前記左右のテンプルのそれぞれの少なくとも一部に当接する
左右の当接部と、
前記左右の当接部の少なくともいずれか一方の当接部の位置を移動させる当接部移動手段
と、
を備えることを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項３】
　請求項１の眼鏡枠形状測定装置において、　
　前記テンプル調整手段は、前記左右のテンプルのそれぞれの少なくとも一部に当接する
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左右の当接部であって、左右の当接部間の距離が所定の距離で設定された左右の当接部を
備えることを特徴とする眼鏡枠形状測定装置。
【請求項４】
眼鏡フレームの形状を測定する眼鏡枠形状測定方法であって、
　眼鏡フレームの左右のテンプルの少なくとも一方に当接し、前記左右のテンプルの少な
くとも一方のテンプルの位置を移動させるテンプル調整手段によって、前記左右のテンプ
ルの間の幅を変更させるテンプル調整ステップと、
　前記テンプル調整ステップによって、前記左右のテンプルの幅が変更された状態で、眼
鏡フレームのリムの溝の測定を開始し、眼鏡フレームのリムの溝をトレースすることによ
って、眼鏡レンズの周縁を加工する際に用いるリムの形状を測定する測定ステップと、
　を備えることを特徴とする眼鏡枠形状測定方法。
【請求項５】
眼鏡レンズの周縁を加工する眼鏡レンズ加工装置であって、
　請求項１～３のいずれかの眼鏡枠形状測定装置を備え、
　前記測定手段によって測定されたリムの形状に基づいて、眼鏡レンズの周縁を加工する
ことを特徴とする眼鏡レンズ加工装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼鏡フレームのリムの形状を得るための眼鏡枠形状測定装置、眼鏡枠形状測
定方法、及び眼鏡レンズの周縁を加工する眼鏡レンズ加工装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼鏡フレームのリムの輪郭をトレースしてリムの形状を測定する眼鏡枠形状測定装置が
知られている（例えば、特許文献1参照）。この眼鏡枠形状測定装置で得られたリムの測
定結果（トレースデータ）に基づいて、眼鏡レンズをリムに嵌めるための二次元の玉型（
目標形状）が得られる。そして、二次元の玉型に基づいて眼鏡レンズの輪郭形状が決定さ
れ、眼鏡レンズ加工装置によってレンズの周縁が加工される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－００７５３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　装用者が眼鏡（眼鏡フレーム）を装用する際には、装用者は眼鏡フレームのテンプル部
分を広げて顔に装着する。装用者に眼鏡フレームが装着された状態下では、眼鏡フレーム
のテンプル部分は、装用者の頭部を把持することになり、その反力によって、眼鏡フレー
ム自身が変形をしてしまう。これによって、眼鏡フレームは、装用者に装用された状態に
おける形状と、装用者への装用前の形状と、で異なる形状となってしまう。
【０００５】
　しかしながら、従来、眼鏡フレームの形状は、眼鏡フレームが装用されていない状態下
で測定が行なわれているため、眼鏡フレームが変形することが考慮されていない眼鏡フレ
ーム形状の測定結果が取得されていた。このため、この測定結果を用いて眼鏡レンズを加
工した場合に、実際に装用者が眼鏡を装用すると、良好でない等の問題があった。
【０００６】
　本開示は、上記従来技術に鑑み、眼鏡フレームが変形することを考慮した測定結果を取
得することができる眼鏡枠形状測定装置、眼鏡枠形状測定方法、及び眼鏡レンズ加工装置
を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】



(3) JP 6569244 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

【０００７】
　上記課題を解決するために、本開示は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００８】
（１）　本開示の第１態様に係る眼鏡枠形状測定装置は、眼鏡フレームの形状を測定する
眼鏡枠形状測定装置であって、眼鏡フレームの左右のテンプルの少なくとも一方に当接し
、前記左右のテンプルの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させることによって、前
記左右のテンプルの間の幅を変更させるテンプル調整手段と、前記テンプル調整手段によ
って、前記左右のテンプルが広げられた状態で、眼鏡フレームのリムの溝の測定を開始し
、眼鏡フレームのリムの溝をトレースすることによって、眼鏡レンズの周縁を加工する際
に用いるリムの形状を測定する測定手段と、を備えることを特徴とする。
（２）　本開示に係る第２様態に係る眼鏡枠形状測定方法は、眼鏡フレームの形状を測定
する眼鏡枠形状測定方法であって、眼鏡フレームの左右のテンプルの少なくとも一方に当
接し、前記左右のテンプルの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させるテンプル調整
手段によって、前記左右のテンプルの間の幅を変更させるテンプル調整ステップと、前記
テンプル調整ステップによって、前記左右のテンプルの幅が変更された状態で、眼鏡フレ
ームのリムの溝の測定を開始し、眼鏡フレームのリムの溝をトレースすることによって、
眼鏡レンズの周縁を加工する際に用いるリムの形状を測定する測定ステップと、を備える
ことを特徴とする。
（３）　本開示に係る第３様態に係る眼鏡レンズ加工装置は、眼鏡レンズの周縁を加工す
る眼鏡レンズ加工装置であって、前記眼鏡枠形状測定装置を備え、前記測定手段によって
測定されたリムの形状に基づいて、眼鏡レンズの周縁を加工することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本体カバーを省いた状態における眼鏡枠形状測定装置の概略構成図である。
【図２】測定ユニットを上方から見た図である。
【図３】本体ベースを省いた状態の円弧動ベースを上から見た図である。
【図４】回転ユニット及び回旋ユニットを側面から見た図である。
【図５】テンプル調整ユニットについて説明する図である。
【図６】テンプル調整ユニットの動作について説明する模式図である。
【図７】本体カバーが取り付けられた場合における眼鏡枠形状測定装置の一部を上方向か
ら見た概略構成図である。
【図８】眼鏡枠形状測定装置に関する制御ブロック図である。
【図９】三次元形状データに基づいて各種パラメータを算出方法について説明する図であ
る。
【図１０】眼鏡枠形状測定用治具の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本実施形態を図面に基づいて説明する。図１～図１０は本実施形態に係る眼鏡枠
形状測定装置、眼鏡枠形状測定用治具の構成について説明する図である。なお、本実施形
態においては、眼鏡枠形状測定装置１の奥行き方向（眼鏡が配置された際の眼鏡フレーム
の前後方向）をＺ方向、奥行き方向に垂直（眼鏡が配置された際の眼鏡フレームの左右方
向）な平面上の水平方向をＸ方向、鉛直方向（眼鏡が配置された際の眼鏡フレームの左右
方向）をＹ方向として説明する。
【００１１】
　なお、本実施形態における眼鏡枠形状測定装置１には、眼鏡フレームＦは、上下を逆さ
にした状態で配置される。すなわち、眼鏡枠形状測定装置１に眼鏡フレームが配置された
場合に、眼鏡フレームＦの左右リムＦＬ，ＦＲの上端が下側、眼鏡フレームＦの左右リム
ＦＬ，ＦＲの下端が上側となる。もちろん、本実施形態の眼鏡枠形状測定装置１において
は、眼鏡フレームＦが上下逆さに配置される構成を例に挙げて説明するがこれに限定され
ない。例えば、眼鏡形状測定装置１は、眼鏡フレームＦが上下逆さで無い状態（装用者に
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装用される状態）で配置される構成であってもよい。また、例えば、眼鏡形状測定装置１
は、眼鏡フレームＦの左右リムＦＬ，ＦＲが装置の下方向（テンプル部分が上方向）に向
けて配置されるような構成であってもよいし、眼鏡フレームＦの左右リムＦＬ，ＦＲが装
置の上方向に向けて配置されるような構成であってもよい。
【００１２】
　＜概要＞
本発明の実施形態に係る眼鏡枠形状測定装置１の概要について説明する。例えば、本実施
形態に関わる眼鏡枠形状測定装置１は、テンプル調整手段（テンプル調整ユニット）３０
、測定手段（測定ユニット）１００、眼鏡フレーム保持ユニット（眼鏡フレーム保持手段
）５００、制御手段（制御部）５０等を備える。
例えば、眼鏡フレーム保持ユニット５００は、眼鏡フレームＦを保持するために用いられ
る。
例えば、測定ユニット１００は、眼鏡フレーム保持ユニット５００に保持された眼鏡フレ
ームＦのリムの輪郭をトレースしてリムの形状を測定するために用いられる。
【００１３】
　例えば、テンプル調整ユニット３０は、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴ
Ｒの少なくとも一方に当接し、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方のテンプ
ルの位置を移動させることによって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更させ
る。例えば、幅を変更するとは、幅を広げる構成、幅を狭くする構成等が挙げられる。
【００１４】
　例えば、テンプル調整ユニット３０としては、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲのそれぞ
れの少なくとも一部に当接する左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒと、左右の当接部３５Ｌ，３
５Ｒの少なくともいずれか一方の当接部の位置を移動させる当接部移動手段と、を備える
構成が挙げられる。このように、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの幅を種々の幅に変更す
ることが可能となることによって、装用者の個々の頭幅に応じた眼鏡フレームＦの変形状
態を再現することが可能となる。これによって、装用者によって、眼鏡装用時の眼鏡フレ
ームＦの変形状態が異なる場合であっても、装用者毎の眼鏡フレームＦの変形状態を容易
に再現することが可能となる。
【００１５】
　また、例えば、テンプル調整手段３０としては、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲのそれ
ぞれの少なくとも一部に当接する左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒであって、左右の当接部３
５Ｌ，３５Ｒ間の距離が所定の距離で設定された左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒを備える構
成が挙げられる。このようなに、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの幅が所定の幅に変更さ
れることによって、装用者が眼鏡（眼鏡フレームＦ）を装用した状態と近い状態の眼鏡フ
レームＦの変形状態を容易に再現することが可能となる。
【００１６】
　例えば、当接部移動手段は、手動にて調整される構成が挙げられる。この場合、例えば
、操作者が操作部（例えば、回転ノブ、スライダー、駆動スイッチ等）を有し、操作部が
操作されることによって、当接部の位置が移動される構成を用いてもよい。
【００１７】
　また、例えば、当接部移動手段は、自動で調整される構成が挙げられる。この場合、例
えば、眼鏡フレームを装用する被検者（装用者）の頭幅情報を取得する取得手段を備え、
当接部移動手段（例えば、制御部５０）は、取得手段によって取得された頭幅情報に基づ
いて、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの少なくともいずれか一方の当接部を左右方向に移動
させる構成を用いてもよい。なお、例えば、取得手段としては、頭幅情報を入力可能な構
成であってもよいし、他の装置によって取得された頭幅情報を受信する構成であってもよ
い。このように、頭幅情報に基づいて、自動的にテンプルの幅が変更されることによって
、容易にスムーズに測定を行うことができる。
【００１８】
　例えば、当接部３５（左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ）は、眼鏡フレームＦの左右のテン
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プルＦＴＬ，ＦＴＲの耳かけ部分と当接するように配置される構成であってもよい。この
ように、当接部３５が耳かけ部分と当接するように配置されることによって、眼鏡フレー
ムＦを眼鏡枠形状測定装置１に設置した際に、実際に装用者が眼鏡フレームＦを装用した
状態と近い状態を再現することができる。操作者は、この状態の下で、左右のテンプルＦ
ＴＬ，ＦＴＲの幅を変更させることによって、実際に装用者が眼鏡を装用した状態とより
近い状態での眼鏡フレームの変形状態を再現することができる。
例えば、上記記載のようなテンプル調整ユニット３０によって、眼鏡フレームＦの左右の
テンプルＦＴＬ，ＦＴＲの幅を変更し、リムの形状が測定される。例えば、測定ユニット
１００は、テンプル調整ユニット３０によって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの位置が
変更された状態（例えば、広げられた状態）での、眼鏡フレームのリムの測定を開始し、
眼鏡フレームのリム輪郭をトレースすることによって、リムの形状を測定する。このよう
に、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更させる構成を設けることによって、装
用者が眼鏡フレームＦを装用した際に、眼鏡フレームＦが変形することを考慮して眼鏡フ
レームＦの形状を測定することが可能となる。これによって、装用状態に近い状態での測
定結果を取得することができ、眼鏡フレームＦが変形することを考慮した測定結果（例え
ば、ＦＰＤ、そり角等）を取得することができる。
【００１９】
　なお、上記のように眼鏡枠形状測定装置１に設けられたテンプル調整ユニット３０は、
眼鏡フレームＦに取り付けられる眼鏡枠形状測定用治具８０に設けられてもよい。例えば
、眼鏡フレームＦに取り付けられる眼鏡枠形状測定用治具８０は、眼鏡フレームＦの左右
のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方に当接し、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの
少なくとも一方のテンプルの位置を移動させることによって、左右のテンプルＦＴＬ，Ｆ
ＴＲの間の幅を変更させるテンプル調整ユニット３０を備えるようにしてもよい。このよ
うな構成とすることによって、テンプル調整ユニット３０を備えていない眼鏡枠形状測定
装置にであっても、眼鏡フレームＦが変形することを考慮した測定結果を取得することが
できる。
【００２０】
　なお、上記のような眼鏡枠形状測定装置１を眼鏡レンズ加工装置が備える構成としても
よい。このような、構成とすることによって、リムの形状測定と、眼鏡レンズの加工を一
体の装置で行うことが可能となるため、眼鏡レンズ加工までの動作をスムーズに行うこと
ができる。
【００２１】
　＜実施例＞
　本開示の典型的な実施例の１つについて、図面を参照して説明する。以下、図１は、本
体カバーを取り除いた状態における眼鏡枠形状測定装置の概略構成図である。例えば、本
実施例において、眼鏡枠形状測定装置１は、眼鏡フレーム保持ユニット（眼鏡フレーム保
持手段）５００と、測定ユニット（測定手段）１００と、テンプル調整ユニット（テンプ
ル調整手段）３０と、を有する。
【００２２】
　＜フレーム保持ユニット＞
　例えば、眼鏡フレーム保持ユニット（以下、フレーム保持ユニットと記載）５００は、
眼鏡フレームＦを所定の測定状態で保持するために用いられる。例えば、フレーム保持ユ
ニット５００は、本体ベース１０の前側に配置されている。例えば、測定ユニット１００
は、フレーム保持ユニット５００によって保持されたフレームＦのリムの輪郭をトレース
してリムの三次元形状を測定するために用いられる。例えば、測定ユニット１００の主要
な機構は、本体ベース１０に配置され、フレーム保持ユニット５００によって保持された
眼鏡フレームＦの後側（装用者の眼が位置する側）に位置する。
例えば、テンプル調整ユニット３０は、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲ
の少なくとも一方に当接され、左右のテンプルの間の幅を変更させるために用いられる。
例えば、テンプル調整ユニット３０は、本体ベース１０に配置され、フレーム保持ユニッ
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ト５００によって保持された眼鏡フレームＦの後側に位置する。また、例えば、テンプル
調整ユニット３０は、測定ユニット１００の干渉しないように設置されている。例えば、
テンプル調整ユニット３０は、測定ユニット１００の駆動領域と干渉しないように設置さ
れる。より詳細には、例えば、テンプル調整ユニット３０は、測定ユニット１００と干渉
しないように、測定ユニット１００の周囲に設置される構成が挙げられる。また、例えば
、テンプル調整ユニット３０は、測定ユニット１００と干渉しないように、測定ユニット
１００の前後方向（Ｚ方向）のスペースに設置される構成が挙げられる。
【００２３】
　例えば、本実施例において、フレーム保持ユニット５００は、リム保持ユニット（リム
保持手段）５００Ａ等を備える。例えば、リム保持ユニット５００Ａは、左右のリムＦＬ
，ＦＲにおける少なくとも一部を保持する構成を有する。例えば、リム保持ユニット５０
０Ａは、第１スライダー５０３、第２スライダー５０５、ガイド部５０８、クランプ部５
８０Ａ，５８０Ｂ、回転ノブ５７０等を備える。例えば、第１スライダー５０３及び第２
スライダー５０５は、左右のリムＦＬ，ＦＲを眼鏡フレーム配置時に上下方向から挟み込
んで保持するために、上下方向（Ｙ方向）に移動される。例えば、ガイド部５０８は、第
１スライダー５０３及び第２スライダー５０５を上下方向に移動可能にガイドする。例え
ば、ガイド機構５０８は、横方向である左右方向（Ｘ方向）の中央部に配置されている。
【００２４】
　なお、本実施例において、リム保持ユニット５００Ａは、眼鏡フレームＦをＹ方向から
眼鏡フレームＦを挟み込むように、第１スライダー５０３が上側に配置され、第２スライ
ダー５０５が下側に配置されているがこれに限定されない。例えば、リム保持ユニット５
００Ａは、Ｘ方向又は斜め方向（Ｙ方向とＺ方向の間の方向）から眼鏡フレームＦを挟み
込む構成であっても良い。なお、本実施例においては、フレーム保持ユニット５００とし
て、リムを保持するリム保持ユニット５００Ａを例に挙げているがこれに限定されない。
フレーム保持ユニット５００は、眼鏡フレームＦを保持できる構成であればよい。例えば
、フレーム保持ユニット５００は、眼鏡フレームＦのテンプル部分で眼鏡フレームＦを保
持するテンプル保持ユニットであってもよいし、眼鏡フレームＦのブリッジ部分で眼鏡フ
レームＦを保持するブリッジ保持ユニットであってもよい。また、例えば、フレーム保持
ユニット５００は、リム保持ユニット５００Ａ、テンプル保持ユニット、ブリッジ保持ユ
ニット等のいずれかを組み合わせて用いる構成であってもよい。
【００２５】
　例えば、第１スライダー５０３は、カバー５０３ａを有し、第２スライダー５０５に対
向するカバー５０３ａの面（例えば、図１では、カバー５０３ａの下面）が左右リムの下
端に当接する。また、第２スライダー５０５は、カバー５０５ａを有し、第１スライダー
５０３に対向するカバー５０５ａの面（例えば、図１では５０５ａの上面）が左右リムの
上端に当接する。もちろん、第１スライダー５０３及び第２スライダー５０５に当接され
る眼鏡フレームＦの左右リムの上端と下端は、上下が逆に配置される構成であっても良い
。
【００２６】
　例えば、クランプ部（クランプ機構）５８０Ａ，５８０Ｂは、左右のリムＦＬ，ＦＲを
、前ピン及び後ピンによって前後方向からクランプするために用いられる。クランプ部５
８０Ａ，５８０Ｂは、左右リムＦＬ，ＦＲの上部及び下部の少なくとも何れか一方の前後
方向の位置を規制する。例えば、クランプ部５８０Ａは、右リムＦＲを前後方向からクラ
ンプするための一対の前ピン５８２ａ及び後ピン５８２ｂを有する。例えば、前ピン５８
２ａ及び後ピン５８２ｂは、少なくとも一方のピンが他方のピンに向けて移動することに
よって、前ピン５８２ａ及び後ピン５８２ｂの間隔が変更される。なお、クランプ部５８
０Ｂは、上記のクランプ部５８０Ａと左右対称であるので、各部材には同符号を付し、そ
の説明は省略する。このように、クランプ部５８０Ａ，５８０Ｂによって、例えば、左右
リム（ＦＬ、ＦＲ）の下部（下端）がクランプ部５８０Ａ，５８０Ｂのそれぞれの前ピン
及び後ピンによって保持され、リムの前後方向の位置が規制される。
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【００２７】
　例えば、第１スライダー５０３の上部には、回転ノブ５７０が設けられている。例えば
、回転ノブ５７０は、クランプ部（クランプ機構）５８０Ａ，５８０Ｂを駆動させるため
に用いられる。例えば、回転ノブ５７０は、クランプ部５８０Ａ，５８０Ｂと、ギア等を
介して接続されている。例えば、操作者が、回転ノブ５７０を時計回り又は反時計回りに
回転することによって、クランプ部５８０Ａにおける前ピン５８２ａ及び後ピン５８２ｂ
の少なくとも一方のピンが移動される。また、クランプ部５８０Ｂにおいてもクランプ部
５８０Ａと同様に、回転ノブ５７０の回転によって前ピン及び後ピンの少なくとも一方の
ピンが移動される（例えば、特開２０１５－００７５３６号公報参照）。
なお、本実施例においては、操作者が回転ノブ５７０を回転することにより、クランプ機
構５８０Ａ、５８０Ｂを駆動するものとしたが、これに限定されない。クランプ機構５８
０Ａ、５８０Ｂの駆動手段としては、クランプ機構５８０Ａ、５８０Ｂが駆動できる構成
であればよい。例えば、クランプ機構５８０Ａ、５８０Ｂは、操作者によって直接移動さ
れる構成としてもよい。また、例えば、クランプ機構５８０Ａ、５８０Ｂは、モータによ
って駆動される構成としてもよい。
【００２８】
　なお、本実施例においては、リムの前後方向の位置を規制する構成として、上記クラン
プ機構５８０Ａ及び５８０Ｂの構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。周知の
機構が使用されても良い。例えば、左右リムの前後方向を固定する機構としては、Ｖ字状
の溝を持つ当接部材（規制部材）を左右リム用にそれぞれ設ける構成でも良い。
【００２９】
　＜測定ユニット＞
　図２～図４は、測定ユニット１００の構成について説明する図である。図２は、測定ユ
ニット１００を上方から見た図である。図３は、本体ベース１０を省いた状態の円弧動ベ
ース４０２を上から見た図である。図４は、回転ユニット２００及び回旋ユニット１２０
を側面から見た図である例えば、測定ユニット１００は、テンプル調整ユニット３０と干
渉しないように設置される。より詳細には、例えば、測定ユニット１００は、測定ユニッ
ト１００と干渉しないように、テンプル調整ユニット３０の内側のスペースに設置される
構成が挙げられる。なお、テンプル調整ユニット３０が駆動可能（移動可能）な構成の場
合には、測定ユニット１００は、測定ユニット１００の駆動範囲と、テンプル調整ユニッ
ト３０の駆動範囲とが、干渉しない位置に設置される。また、例えば、測定ユニット１０
０は、テンプル調整ユニット３０と干渉しないように、テンプル調整ユニット３０の前後
方向（Ｚ方向）のスペースに設置される構成が挙げられる。
【００３０】
　例えば、本実施例において、測定ユニット１００は、測定子１１０と、測定子軸１１２
と、測定子移動ユニット１０８と、回転ユニット２００と、前後移動ユニット３００と、
を備える。測定子１１０は、眼鏡フレームＦのリム（ＦＲ、ＦＬ）の溝（図示を略す）に
挿入される。測定子１１０は、測定子軸１１２の先端に取り付けられている。測定子移動
ユニット１０８は、測定子１１０を径方向に移動させるために構成されている。例えば、
測定子移動ユニット１０８によって、測定子１１０は、回転軸Ｚ１の付近から離れる方向
及び回転軸Ｚ１の付近に近づく方向に移動される。例えば、回転ユニット２００は、回転
軸Ｚ１を中心に測定子移動ユニット１０８を回転するために構成されている。例えば、回
転軸Ｚ１は、測定子１１０の先端１１０ａがリムの輪郭に沿ってリムをトレースするよう
に、リムの輪郭内を通るように設定されている。例えば、回転ユニット２００は、フレー
ム保持ユニット５００に保持されたリム（ＦＲ、ＦＬ）の後側に配置されている。例えば
、前後移動ユニット３００は、フレームＦの前後方向におけるリムの変化に沿って測定子
１１０がリムをトレースするように、前後方向における測定子１１０の位置を変化させる
ために構成されている。
【００３１】
　本実施例において、例えば、測定子移動ユニット１０８は、回転軸Ｚ１に対して非平行
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に設定された回旋軸Ａ１を中心にして測定子軸１１２をリムの径方向に回旋させるための
回旋ユニット１２０を備える。なお、測定子移動ユニット１０８としては、回旋ユニット
１２０の構成に限定されない。測定子移動ユニット１０８は、測定子１１０を径方向に移
動させることが可能な構成であればよい。例えば、回転軸Ｚ１に垂直な平面（測定基準面
Ｓ１）に平行に直線移動する構成であっても良い。また、例えば、回転軸Ｚ１に垂直な平
面（測定基準面Ｓ１）に平行に回転移動する構成であっても良い。
【００３２】
　また、例えば、測定ユニット１００は、フレーム保持ユニット５００に保持されたフレ
ームＦの右リムＦＲを測定するための第１測定位置と、他方の左リムＦＬを測定するため
の第２測定位置と、の間で回転ユニット２００等を移動する左右移動ユニット４００を備
える。例えば、左右移動ユニット４００は、円弧動ベース４０２、モータ４０４等を備え
る。例えば、回転ユニット２００等が配置された円弧動ベース４０２は、モータ４０４の
駆動によって、軸Ｃ１（縦軸）を中心に回転される。例えば、軸Ｃ１（縦軸）は、回転ユ
ニット２００よりさらに後方で、Ｙ方向に延びている。例えば、軸Ｃ１は、フレーム保持
ユニット５００の横方向（Ｘ方向）の中心を通って前後方向（Ｚ方向）に延びる中心線Ｌ
１の位置に設定されている。これにより、回転ユニット２００は軸Ｃ１を中心にして左右
方向に移動され、回転軸Ｚ１の測定位置が右リムＦＲを測定するための第１測定位置と、
他方の左リムＦＬを測定するための第２測定位置と、の間で切換えられる。なお、左右移
動ユニット４００は、左右方向に平行（直線的）に回転ユニット２００（ベース４０２）
を移動する構成であってもよい。
【００３３】
　例えば、図３に示されるように、前後移動ユニット３００は、回転ユニット２００が搭
載される前後動ベース３１０と、前後動ベース３１０を回転軸Ｚ１の方向に移動可能にガ
イドするガイド機構３０４と、モータ３０６と、等を備える。回転ユニット２００（前後
動ベース３１０）は、ガイド機構３０４にガイドされ、モータ３０６の駆動によって測定
位置と退避位置とに移動される。また、前後移動ユニット３００は、回転軸Ｚ１方向にお
ける前後動ベース３１０の移動位置を検知するためのセンサ３１４を備える。センサ３１
４の検知情報は、回転軸Ｚ１方向における測定子１１０の移動位置の検知に利用される。
【００３４】
　例えば、図４に示されるように、前後動ベース３１０上に保持ブロック２０２が固定さ
れている。例えば、保持ブロック２０２には、回転ベース２０４が回転軸Ｚ１を中心に回
転可能に保持されている。例えば、回転ベース２０４は、保持ブロック２０２に固定され
たモータ２０６によって、ギヤ等から構成される回転伝達機構２０８を介して回転軸Ｚ１
の回りに回転される。例えば、回転ベース２０４には、回旋ユニット１２０が搭載されて
いる。例えば、回転ベース２０４には、固定ブロック１２２が配置される。例えば、固定
ブロック１２２には、測定子軸支持部材１２４が回旋軸Ａ１を中心にして回転可能に保持
されている。測定子軸支持部材１２４に測定子軸１１２の基部が取り付けられている。測
定子軸１１２が回旋軸Ａ１を中心にして回旋されることにより、測定子１１０は回転軸Ｚ
１から円弧運動として径方向に移動される。測定子軸支持部材１２４は、測定子１１０の
先端が回転軸Ｚ１から離れる方向に回転されるように、測定圧付与手段の一例であるバネ
（付勢部材）１２６によって付勢力が与えられる構成となっている。
【００３５】
　ここで、回旋軸Ａ１は、回転軸Ｚ１に対して或る角度β（図２参照）で傾斜して設定さ
れている。例えば、角度βは４５度である構成が挙げられる。もちろん、角度βは、４５
度に限定されない。例えば、角度βは９０度（回転軸Ｚ１に対して回転軸Ｚ１に直交し構
成）であっても良い。回旋軸Ａ１が回転軸Ｚ１に対して傾斜していることにより、測定子
１１０の先端が回転軸Ｚ１から離れるに従って、測定基準面Ｓ１（回転軸Ｚ１に直交する
平面）に対する測定子１１０の先端方向の傾斜角が大きくなる。これにより、高カーブフ
レームのリムから測定子１１０が外れ難くなり、高カーブフレームのリムの輪郭をスムー
ズにトレースできる。なお、測定基準面Ｓ１の基準位置は、フレーム保持ユニット５００
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の所定位置（例えば、基準平面Ｓ１が第２スライダー５０５側の前ピン５８２ａ及び後ピ
ン５８２ｂの中央を通る位置）とされる。
【００３６】
　例えば、測定子軸支持部材１２４には、センサ板１３２が取り付けられている。また、
固定ブロック１２２には、動径方向における測定子１１０の位置を検知するための検知ユ
ニットの例であるセンサ１３０が取り付けられている。センサ１３０はセンサ板１３２に
形成された指標を検知することで、測定子軸１１２の回旋状態を検知し、その検知結果に
基づいて、測定子１１０の位置を検知する。また、バネ１２６の付勢力に抗して測定子軸
１１２の測定子１１０を回転軸Ｚ１の付近に移動させる移動機構１４０が、前後動ベース
３１０に設けられている。
【００３７】
　なお、測定ユニット１００の構成は、例えば、特開２０１１－１２８９９号公報、特開
２０００－３０４５３０号、特開２０１４－２１０６９号公報、特開２０１５－７６６４
号公報等の周知のものが使用でき、その構成は特に問わない。
【００３８】
　＜テンプル調整ユニット＞
図５は、テンプル調整ユニット３０について説明する図である。例えば、テンプル調整ユ
ニット３０は、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方に当接
し、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させること
によって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更させる。
【００３９】
　なお、本実施例において、テンプル調整ユニット３０としては、眼鏡フレームＦの左右
のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの双方に当接し、眼鏡フレームを保持する構成を例に挙げて説
明する。もちろん、上記記載のように、テンプル調整ユニット３０は、眼鏡フレームＦの
左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの一方のみに当接し、眼鏡フレームＦを保持する構成であ
ってもよい。この場合、例えば、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの一方
の周囲を取り囲むように保持することによって、上下左右方向（ＸＹ方向）を規制する構
成であってもよい。
例えば、テンプル調整ユニット３０は、回転ノブ３１、支柱３２、移動部３３、当接部３
５、ガイド部３６、ギア３７、支持部３９等を備える。
例えば、回転ノブ３１は、操作者によって操作される。例えば、支柱３２は、回転ノブ３
１の下に固定されている。例えば、支柱３２には、ギア３７が固定されている。
【００４０】
　例えば、移動部３３は、左側のテンプルＦＴＬに用いるための左側移動部３３Ｌと、右
側のテンプルＦＴＲに用いるための右側移動部３３Ｒと、を備える。例えば、左右の移動
部３３Ｌ，３３Ｒには、ギア３７と噛み合うギア部分が形成されている。
【００４１】
　例えば、当接部３５は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲのそれぞれの少なくとも一部に
当接する。例えば、当接部３５は、左側のテンプルＦＴＬの少なくとも一部に当接する左
側当接部３５Ｌと、右側のテンプルＦＴＲの少なくとも一部に当接する右側当接部３５Ｒ
と、を備える。例えば、左側移動部３３Ｌには、左側当接部３５Ｌが固定されている。例
えば、右側移動部３３Ｒには、右側当接部３５Ｒが固定されている。例えば、左右の当接
部３５Ｌ，３５Ｒは、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの内側に当接する
。
【００４２】
　なお、実施例においては、移動部３３と、当接部３５と、が別の部材である場合を例に
挙げて説明しているが、これに限定されない。移動部３３と、当接部３５と、が一体的に
形成されているものであってもよい。なお、当接部３５は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴ
Ｒの少なくとも一部に当接するものであればよい。例えば、当接部３５は、左右のテンプ
ルＦＴＬ，ＦＴＲのそれぞれ全体に当接するものであってもよいし、左右のテンプルＦＴ
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Ｌ，ＦＴＲそれぞれの一部分（例えば、耳かけ部、ヒンジ等）に当接するものであっても
よい。もちろん、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲで、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの構成
が異なる構成であってもよい。なお、本実施例においては、当接部３５は、眼鏡フレーム
Ｆの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの耳かけ部分と当接するように配置されている。この
ように、当接部３５が耳かけ部分と当接するように配置されることによって、眼鏡フレー
ムＦを眼鏡枠形状測定装置１に設置した際に、実際に、装用者が眼鏡（眼鏡フレームＦ）
を装用した状態と近い状態（眼鏡フレームＦが装用者の耳部分で保持された状態）を再現
することができる。すなわち、操作者は、この状態の下で、テンプルの幅の変更をさせる
ことによって、実際に装用者が眼鏡を装用した状態とより近い状態での眼鏡フレームＦの
変形状態を再現することができる。
【００４３】
　例えば、ガイド部３６は、支持部３９に固定され、左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒをフレ
ーム保持ユニット５００の横方向（Ｘ方向）に移動可能にガイドするために用いられる。
例えば、ガイド部３６には、左側移動部３３Ｌが取り付けられる左側ガイド部３６Ｌと、
右側移動部３３Ｒが取り付けられる右側ガイド部３３Ｒと、を備える。例えば、支持部３
９は、本体ベース１０に固定される。なお、本実施例におけるガイド部３６は、左右の移
動部３３Ｌ，３３Ｒをスライドさせる機構を用いているがこれに限定されない。左右の移
動部３３Ｌ，３３Ｒを所定の方向にガイド可能な構成であればよい。例えば、左右の移動
部３３Ｌ，３３Ｒと噛み合うようなギア機構の構成を用いてもよい。
【００４４】
　図６は、テンプル調整ユニット３０の動作について説明する模式図である。例えば、図
６（ａ）と図６（ｂ）は、テンプル調整ユニット３０の調整状態がそれぞれ異なる場合の
一例を示す図である。例えば、本実施例において、操作者によって、回転ノブ３１が回転
されることによって、支柱３２及び支柱３２に固定されたギア３７が回転する。ギア３７
が回転されることによって、ギア３７と噛み合った左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒは、左右
のガイド部３６Ｌ，３６Ｒに沿ってＸ方向に移動される。これによって、左右の当接部３
５Ｌ，３５Ｒの間の距離Ｗが変更される。すなわち、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒに、左
右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲが当接されていた場合に、左右のテンプルの間の幅を調整す
ることが可能となる。なお、回転ノブ３１の操作によって左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒを
移動させるための伝達機構の構成としては、ギアを用いた構成に限定されない。回転ノブ
３１の回転が左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒに伝達される構成であればよい。例えば、伝達
機構としては、ベルト、弾性部材等を用いる構成であってもよい。
【００４５】
　例えば、本実施例において、テンプル調整ユニット３０では、回転ノブ３１の回転方向
（正回転と逆回転）の切り換えによって、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３
３Ｌ，３３Ｒ）の移動方向が変更される。例えば、本実施例においては、回転ノブ３１が
正回転をした場合に、左側移動部３３Ｌが左方向（Ａ方向）に移動され、右側移動部３３
Ｒが右方向（Ｂ方向）に移動される（図６（ａ）の状態から図６（ｂ）の状態へと変更さ
れる）。また、例えば、本実施例においては、回転ノブ３１が逆回転をした場合に、左側
移動部３３Ｌが右方向（Ｂ方向）に移動され、右側移動部３３Ｒが左方向（Ａ方向）に移
動される（図６（ｂ）の状態から図６（ａ）の状態へと変更される）。もちろん、回転ノ
ブ３１の回転方向に対する移動部３５の移動方向が、本実施例の構成とは異なる構成であ
ってもよい。
【００４６】
　図７は、本体カバーが取り付けられた場合における眼鏡枠形状測定装置１の一部（後側
）を上方向から見た概略構成図である。例えば、本体カバー１２の上面には、指標（マー
ク）１２ａが付されている。例えば、回転ノブ３１の上面には、左右の当接部３５Ｌ，３
５Ｒの間の距離（幅）Ｗを設定するための指標３１ａが付されている。例えば、指標３１
ａとしては、目盛と数値が付される。例えば、目盛の所定の間隔毎に、数値が付されてい
る。例えば、数値は、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの間の幅Ｗの値を示している。
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【００４７】
　例えば、操作者は、指標１２ａに対して、指標３１ａの所望の数値に対応する目盛を一
致させるように、回転ノブ３１を回転させる。これによって、左右の当接部３５Ｌ，３５
Ｒの間の幅Ｗが変更される。例えば、操作者が幅Ｗを１６ｃｍに設定した場合には、１６
の数値に対応する目盛が、指標１２ａと一致するように、回転ノブ３１を回転させる。な
お、本実施例においては、操作者は、指標３１ａ（目盛と数値）によって、幅Ｗの設定値
を認識することができる構成を例に挙げているがこれに限定されない。例えば、表示部（
例えば、モニタ）を設けて、表示部に幅Ｗに関する情報が表示されるようにしてもよい。
例えば、表示部には、設定された幅Ｗの値が表示されてもよいし、指標３１ａ（目盛と数
値）が電子的に表示されてもよい。もちろん、表示部としては、別の表示部（例えば、デ
ィスプレイ６０）が兼用されてもよいし、別途、専用の表示部が設けられる構成であって
もよい。また、本実施例において、回転ノブ３１に指標３１ａ（目盛と数値）が付されて
いる構成を例に挙げて説明しているがこれに限定されない。指標３１ａは、回転ノブとは
別の位置に表示される構成であってもよい。例えば、回転ノブ３１の周辺に付されている
構成であってもよい。また例えば、表示部等に表示される構成であってもよい。
【００４８】
　なお、本実施例においては、手動によって、テンプル調整ユニット３０の左右の当接部
３５Ｌ，３５Ｒの間の幅Ｗを変更する構成を例に挙げて説明しているがこれに限定されな
い。テンプル調整ユニット３０の左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの間の幅Ｗは、モータ等の
電動機構を用いて、自動で幅Ｗが調整可能な構成としてもよい。この場合、例えば、左右
の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒ）の少なくとも一方の移動は、位
置センサ等によって、左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒの位置を検出することで制御する構成
を用いてもよい。また、例えば、例えば、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３
３Ｌ，３３Ｒ）の少なくとも一方の移動は、モータの回転量等を検知することによって、
制御する構成を用いてもよい。
【００４９】
　このような構成によって、テンプル調整ユニット３０は、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ
の間の幅Ｗを変更することが可能となる。これによって、テンプル調整ユニット３０に、
眼鏡フレームＦを設置した場合に、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間
の幅を変更することが可能となる。
【００５０】
　なお、本実施例において、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒは、眼鏡フレームＦの左右のテ
ンプルＦＴＬ，ＦＴＲの内側に当接する構成としているが、これに限定されない。例えば
、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒは、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの外
側と当接する構成であってもよい。この場合、例えば、テンプル調整ユニット３０として
は、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒが左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲを保持する構成を有し
、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方を外側方向に向けて移動させる構成（
例えば、引っ張る構成等）、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方を内側方向
に向けて移動させる構成（例えば、押し込む構成等）であってもよい。
【００５１】
　なお、本実施例におけるテンプル調整ユニット３０では、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ
の間の幅を変更するために、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒ
）の両方が移動する構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。例えば、本実施例
において、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの少なくともいずれか一方の当接部の位置が移動
される構成であればよい。例えば、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの一方のみが移動される
構成であってもよい。
【００５２】
　＜制御手段＞
　図８は、眼鏡枠形状測定装置１に関する制御ブロック図である。制御部５０には、不揮
発性メモリ（記憶手段）５２、ディスプレイ６０、等が接続されている。
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【００５３】
　例えば、制御部５０は、ＣＰＵ（プロセッサ）、ＲＡＭ、ＲＯＭ等を備える。制御部５
０のＣＰＵは、各部（例えば、各センサ３１４、１３０）及び各ユニットの駆動手段（例
えば、各モータ４０４、３０６、２０６）等、装置全体の制御を司る。また、例えば、制
御部５０は、各種演算（例えば、各センサからの出力信号等に基づいてリムの三次元形状
の演算等）を行う演算手段（演算ユニット）として機能する。ＲＡＭは、各種情報を一時
的に記憶する。制御部５０のＲＯＭには、装置全体の動作を制御するための各種プログラ
ム、初期値等が記憶されている。なお、制御部５０は、複数の制御部（つまり、複数のプ
ロセッサ）によって構成されてもよい。不揮発性メモリ（記憶手段）５２は、電源の供給
が遮断されても記憶内容を保持できる非一過性の記憶媒体である。例えば、ハードディス
クドライブ、フラッシュＲＯＭ、眼鏡枠形状測定装置１に着脱可能に装着されるＵＳＢメ
モリ等を不揮発性メモリ（メモリ）５２として使用することができる。
【００５４】
　例えば、本実施例において、ディスプレイ６０は、タッチパネル式のディスプレイが用
いられる。すなわち、本実施例において、ディスプレイ６０がタッチパネルであるため、
ディスプレイ６０が操作部（操作ユニット）として機能する。この場合、制御部５０はデ
ィスプレイ６０が持つタッチパネル機能により入力信号を受け、ディスプレイ６０の図形
及び情報の表示等を制御する。もちろん、眼鏡枠形状測定装置１に操作部が設けられる構
成としてもよい。この場合、例えば、操作部には、例えば、マウス、ジョイスティック、
キーボード、タッチパネル等の少なくともいずれかを用いればよい。もちろん、ディスプ
レイ６０と、操作部と、の双方が用いられ、眼鏡枠形状測定装置１が操作される構成とし
てもよい。なお、本実施例においては、ディスプレイ６０が操作部として機能するととも
に、別途、操作部６２が備えられた構成を例に挙げて説明する。
【００５５】
　＜制御動作＞
　以上のような構成を持つ装置の動作を説明する。操作者は、フレーム保持ユニット５０
０に眼鏡フレームＦを保持させる。操作者が回転ノブ５７０と共に第１スライダー５０３
を持ち上げると、第２スライダー５０５が連動して下方に下がり、眼鏡フレームＦの左リ
ムＦＬ及び右リムＦＲを挿入する空間が開く。操作者はフレームＦの後側（左テンプルＦ
ＴＬ及び右テンプルＦＴＲ）が測定ユニット１００の回転ユニット２００側に向くように
、第１スライダー５０３及び第２スライダー５０５の間に挟みこむ。また、操作者は右リ
ムＦＲ及び左リムＦＬを前ピン５８２ａ及び後ピン５８２ｂの間に位置させる。操作者に
よって第１スライダー５０３が下げられると、これに連動して第２スライダー５０５が上
昇し、フレームＦ（左リムＦＬ及び右リムＦＲ）が第１スライダー５０３の対向面と第２
スライダー５０５の対向面との間に保持される。その後、操作者によって回転ノブ５７０
が回転させることによって、クランプ機構５８０Ａ及び５８０Ｂが作動され、４箇所に配
置された前ピン５８２ａ及び後ピン５８２ｂによって左リムＦＬ及び右リムＦＲがクラン
プされる。
【００５６】
　次いで、操作者は、予め、測定しておいた装用者の頭幅に基づいて、テンプル調整ユニ
ット３０の調整を行う。なお、例えば、頭幅の測定方法としては、触覚計等を用いて測定
することができる。例えば、操作者は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの耳かけ部分を左
右の当接部３５Ｌ，３５Ｒと当接させた状態で、回転ノブ３１を回転させる。操作者は、
測定しておいた装用者の頭幅と、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの間の幅Ｗと、が一致する
ように、回転ノブ３１を回転させる。これによって、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒと当接
する眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの位置が変更され、眼鏡フレームＦ
が変形される。なお、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの幅Ｗが、変形前の眼鏡フレームＦの
左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの幅よりも小さい場合には、眼鏡フレームＦは変形しない
。このようにして、眼鏡フレームＦが変形した状態で保持される。すなわち、装用者が眼
鏡（眼鏡フレームＦ）を装用した際に、眼鏡フレームＦが変形することを考慮した状態で
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の測定が可能となる。
【００５７】
　例えば、操作者は、テンプル調整ユニット３０によって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴ
Ｒの幅が変更された状態で、眼鏡フレームＦのリムの測定を開始し、眼鏡フレームＦのリ
ム輪郭をトレースすることによって、リムの形状を測定する。すなわち、眼鏡装用時にお
ける眼鏡フレームＦの変形状態を再現した状態で眼鏡フレームＦが保持させることができ
たら、測定ユニット１００によるリムの形状測定の段階に移行する。操作者は、ディスプ
レイ６０を操作し、リムの測定を開始させる。例えば、リムの測定は、右リムから測定が
開始される。もちろん。左リムから測定が開始される構成であってもよい。
【００５８】
　例えば、制御部５０は、前後移動ユニット３００の駆動を制御し、退避位置に置かれて
いた回転ユニット２００及び測定子１１０等を測定開始の初期位置まで移動させる。なお
、例えば、測定開始の初期位置は、測定子１１０が右リムの下端側の前ピン５８２ａと後
ピン５８２ｂとの中央位置に設定されている。もちろん、測定開始の初期位置は、任意の
位置に設定することができる。制御部５０は、移動機構１４０を制御して測定子軸１１２
の回旋の固定を解除し、バネ１２６の付勢力によって測定子１１０の先端をリムの溝に挿
入させる。
【００５９】
　その後、例えば、制御部５０は、リムをトレースするために、回転ユニット２００のモ
ータ２０６を駆動し、回転ベース２０４を回転軸Ｚ１の回りに回転させる。回転ベース２
０４の回転により回旋ユニット１２０と共に、測定子軸１１２及び測定子１１０が回転軸
Ｚ１の回りに回転される。これによって、測定子１１０がリムの周方向に移動される。す
なわち、リムの輪郭が測定子１１０によってトレースされる。トレース時の測定子軸１１
２の回旋状態はセンサ１３０によって検知される。また、回転軸Ｚ１方向におけるリムの
変化に追従して測定子１１０が前後方向（回転軸Ｚ１方向）に移動される。この前後移動
は、センサ３１４によって検知される。例えば、制御部５０は、センサ１３０の検知信号
に基づき、回転ベース２０４の回転角毎に基準位置（回転軸Ｚ１の位置）からのリムの動
径長ｒｎを得る。例えば、回転ベース２０４の或る回転角（θｎ）における動径長（ｒｎ
）は、測定子軸１１２の回旋角と、回旋中心から測定子１１０の先端までの距離（これは
既知である）と、等に基づいて演算される。また、例えば、制御部５０はセンサ３１４の
検知信号に基づいて回転ベースの回転角（θｎ）毎に、回転軸Ｚ１方向の右リムＦＲの位
置（ｚｎ）を得る。そして、制御部５０は、回転ベース２０４を１回転させることにより
、リムの全周の三次元形状データ（ｒｎ，ｚｎ，θｎ）（ｎ＝１，２，３、・・・，Ｎ）
を取得する。
【００６０】
　右リムＦＲの測定が終了すると、制御部５０は、左右移動ユニット４００のモータ４０
４の駆動を制御し、左リムＦＬの測定用の所定位置に円弧動ベース４０２及び回転ユニッ
ト２００を移動する。その後、制御部５０は、測定ユニット２００の各モータを制御し、
右リムＦＲの測定と同様にして、左リムの全周の三次元形状データを取得する。右リムＦ
Ｒ及び左リムＦＬの測定結果（トレース結果）は、メモリ５２に記憶される。
【００６１】
　以上のようにして、眼鏡装用時における眼鏡フレームＦの変形状態を再現した状態での
リムの形状を取得することができる。すなわち、眼鏡フレームＦが変形することを考慮し
た測定結果（例えば、反り角、ＦＰＤ（フレームＰＤ）等）を取得することができる。ま
た、眼鏡フレームＦが変形することを考慮した測定結果に基づいて、より精度よくレンズ
加工のための加工データを取得することができる。
【００６２】
　図９は、三次元形状データに基づいて各種パラメータを算出方法について説明する図で
ある。図９において、ＦＲ１は、右リムＦＲの三次元形状データであり、ＦＬ１は左リム
ＦＬの三次元形状データである。二次元玉型ＦＴＲ１は右リムＦＲの二次元玉型（動径）
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データであり、二次元玉型ＦＴＬ１は左リムＦＬの二次元玉型（動径）データであり、そ
れぞれの動径をＸＹの直交軸データで表したものである。すなわち、二次元玉型ＦＴＲ１
及び二次元玉型ＦＴＬ１は、それぞれ三次元形状ＦＲ１及びＦＬ１を眼鏡フレームＦの正
面方向のＸＹ平面に投影した形状である。
【００６３】
　例えば、右リムＦＲの玉型ＦＴＲ１において、点ＡＲは、Ｘ方向の耳側端（図１０上の
最も右側）の位置を示す。例えば、右リムＦＲの玉型ＦＴＲ１において、点ＢＲは、Ｘ方
向の鼻側端（図１０上の最も左側）の位置を示す。例えば、右リムＦＲの玉型ＦＴＲ１に
おいて、点ＣＲは、Ｙ方向の上端の位置を示す。例えば、右リムＦＲの玉型ＦＴＲ１にお
いて、点ＤＲは、Ｙ方向の下端の位置を示す。例えば、右リムＦＲの玉型ＦＴＲ１におい
て、ＦＣＲは、これらの点ＡＲ・ＢＲ・ＣＲ・ＤＲの幾何中心（ボクシング中心）を示し
ている。例えば、データムラインＤＬは、この幾何中心ＦＣＲを通るＸ方向のラインを示
している。例えば、点Ｖ１Ｒは、右リムＦＲの三次元形状データＦＲ１において、データ
ムラインＤＬ上に位置するＸ方向の鼻側の位置を示している。例えば、点Ｖ２Ｒは、デー
タムラインＤＬ上に位置するＸ方向の耳側の位置を示している。例えば、点Ｖ１Ｒと点Ｖ
２Ｒを結ぶ線分をＴＡＲとし、線分ＴＡＲとＸ軸方向とが成す角を角度αＲ１とする。な
お、この角度αＲ１は、右リムＦのフレーム反り角度として算出される。
【００６４】
　例えば、本実施例において、左リムＦＬについても、右リムＦＲと同様な考え方の演算
により、左リムＦＬの玉型ＦＴＬ１における、幾何中心ＦＣＬ、左リムＦＬのフレーム反
り角度αＬ１が算出される。なお、例えば、フレーム（リム）の反り角度としては、角度
αＲ１と角度αＬ１との平均値α１として求めることができる。なお、例えば、図１０に
おいて、点ＢＬは、左リムＦＬの玉型ＦＴＬ１において、Ｘ方向の鼻側端（図１０上のＦ
ＴＬ１の最も右側）の点である。その他の右リムＦＲに対する左リムＦＬの同一要素には
、右リムＦＲに使用されている各符号の「Ｒ」を「Ｌ」に書き直し、その説明は省略する
。
【００６５】
　例えば、幾何中心間距離ＦＰＤは、右リムＦＲの中心ＦＣＲと左リムＦＬの中心ＦＣＬ
とのＸ方向の座標位置の差によって取得される。また、眼鏡レンズの加工データの基礎と
して使用するために、右リムＦＲ及び左リムＦＬのそれぞれの三次元形状データに基づい
て、右リムＦＲの溝及び左リムＦＬの溝の三次元周長値データ（周長値データ）が求めら
れる。
【００６６】
　例えば、制御部５０は、二次元玉型（ＦＴＲ１とＦＴＬ１の両方、又は一方）、幾何中
心間距離ＦＰＤ、フレーム反り角（反り角度）α１（αＲ１、αＬ１）、周長値のデータ
を取得し、メモリ５２に記憶させる。このように、測定ユニット２００によって測定され
た二次元玉型（ＦＴＲ１、ＦＴＬ１）は、眼鏡フレームＦの右リム及び左リムを所定方向
（例えば、正面方向Ｄ１）に投影したときの形状として得られる。
【００６７】
　例えば、取得したフレーム反り角α１（αＲ１、αＬ１）を用いることによって、眼鏡
フレームＦを装用する装用者のアイポイント位置（二次元玉型（二次元玉型形状）に対す
るレンズの光学中心の位置関係）を、より精度よく決定することができる。例えば、制御
部５０は、右リムＦＲの形状について、データムラインＤＬ上の点Ｖ１Ｒと点Ｖ２Ｒとを
結ぶ線分ＴＡＲの垂直二等分線の方向を新たなＺ方向とし、右リムＦＲの三次元形状デー
タＦＲ１を新たなＺ方向に直交するＸＹ平面に投影した形状として取得する。制御部５０
は、装用者の瞳孔間距離ＰＤの位置を、ＸＹ平面上の二次元玉型形状に投影した位置とし
て求めることにより、二次元玉型に対するアイポイント位置を取得することができる。
【００６８】
　以上のように、左右のテンプルの間の幅を変更させる構成を設けることによって、装用
者が眼鏡（眼鏡フレーム）を装用した際に、眼鏡フレームが変形することを考慮して眼鏡
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フレームの形状を測定することが可能となる。これによって、装用状態に近い状態での測
定結果を取得することができ、眼鏡フレームが変形することを考慮した測定結果（例えば
、ＦＰＤ、そり角等）を取得することができる。すなわち、眼鏡レンズの周縁加工のため
のより適切なデータを取得することができる。なお、ハイカーブフレーム（そり角が大き
い眼鏡フレーム）の場合には、装用者が眼鏡を装用した際における、眼鏡フレームの変形
量が大きくなる。このため、特に、眼鏡フレームが、ハイカーブフレームの場合には、本
開示の技術が有用となる。
【００６９】
　また、本実施例のように、テンプル調整ユニット３０をテンプルの幅を種々の幅に変更
することが可能な構成とすることによって、装用者の個々の顔幅に応じた眼鏡フレームの
変形状態を再現することが可能となる。これによって、装用者によって、眼鏡装用時の眼
鏡フレームの変形状態が異なる場合であっても、装用者毎の眼鏡フレームの変形状態を容
易に再現することが可能となる。
【００７０】
　＜変容例＞
　なお、本実施例において、テンプル調整ユニット３０は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴ
Ｒの間の幅を任意の幅に変更可能な構成を例に挙げて説明しているが、これに限定されな
い。例えば、テンプル調整ユニット３０は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を所
定の幅（予め設定された幅）にのみ変更可能な構成としてもよい。この場合、例えば、テ
ンプル調整ユニット３０は、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲのそれぞれの少なくとも一部
に当接し、左右の当接部間の距離が所定の距離で設定された左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ
を備える構成が挙げられる。また、例えば、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲを差し込むた
めの差し込み部位（例えば、凹部等）を設け、差し込む部位に左右のテンプルＦＴＬ，Ｆ
ＴＲを差し込むことで、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更する構成が挙げら
れる。なお、例えば、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒの間の幅は、人の平均的な頭幅等で設
定される構成が挙げられる。このように、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの幅が所定の幅
に変更されることによって、容易な構成で、装用者が眼鏡（眼鏡フレーム）を装用した状
態と近い状態の眼鏡フレームの変形状態を容易に再現することが可能となる。
【００７１】
　なお、本実施例においては、操作者がテンプル調整ユニット３０を操作して、左右のテ
ンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を調整する構成を例に挙げて説明しているが、これに限定
されない。例えば、眼鏡フレームを装用する被検者の頭幅情報を取得する取得手段を設け
、取得手段によって取得された顔幅情報に基づいて、左右の当接部の少なくともいずれか
一方の当接部を左右方向に移動させる構成としてもよい。より詳細な一例としては、制御
部５０は、取得された顔幅情報に基づいて、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部
３３Ｌ，３３Ｒ）を移動させるためのモータ等を制御し、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（
左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒ）の少なくともいずれか一方の当接部を左右方向に移動させ
る。なお、頭幅情報を取得する取得手段としては種々の構成のものを適用することができ
る。例えば、取得手段としては、頭幅情報を受信する構成であってもよい。また、例えば
、取得手段としては、頭幅測定手段等によって頭幅を測定する構成であってもよい。また
、例えば、取得手段としては、頭幅入力手段等が操作者によって操作され、頭幅が入力さ
れる構成であってもよい。上記のような構成とすることによって、頭幅情報に基づいて、
自動的に左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅が変更されるため、容易にスムーズに測
眼鏡フレームの測定を行うことができる。
【００７２】
　なお、本実施例において、テンプル調整ユニット３０としては、回転ノブ３１の回転に
よって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を任意の幅に変更可能な構成を例に挙げ
て説明しているが、これに限定されない。操作者による操作によって、左右のテンプルＦ
ＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更可能な構成であればよい。例えば、左右の当接部３５Ｌ，３
５Ｒ（左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒ）の少なくとも一方を直接的に移動させる構成であっ
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てもよい。この場合、例えば、左右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３３Ｌ，３３
Ｒ）に、レバー等を設け、操作者が、レバーをＸ方向にスライドさせることによって、左
右の当接部３５Ｌ，３５Ｒ（左右の移動部３３Ｌ，３３Ｒ）の少なくとも一方がスライド
される構成であってもよい。また、例えば、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲを差し込むた
めの差し込み部位（例えば、凹部等）が、所定の間隔毎に設けられており、操作者が任意
の差し込む部位に左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲを差し込むことで、左右のテンプルＦＴ
Ｌ，ＦＴＲの間の幅を変更する構成であってもよい。
【００７３】
　なお、本実施例においては、テンプル調整ユニット３０において、左右のテンプルＦＴ
Ｌ，ＦＴＲの間の幅を任意の幅に変更可能な構成を例に挙げて説明しているが、これに限
定されない。左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅の変更が、段階的に設定されている
構成であってもよい。例えば、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅が段階的に設定さ
れており、各幅には対応する項目が付される。例えば、項目には、一般男性（例えば、６
０歳以下の男性）、一般女性（例えば、６０歳以下の女性）、高齢者男性（例えば、６０
歳以上の男性）、高齢者女性（例えば、６０歳以上の女性）等の項目が設定される。操作
者は、この項目から所望の項目を選択することによって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲ
の間の幅が変更される。なお、上記記載のように年齢毎に段階的に幅を設定する場合には
、例えば、その年齢に対応する装用者の平均的な頭幅等から設定される。例えば、一般男
性の幅を設定する場合には、一般的な６０歳以下の男性の頭幅の平均値等を参考にして設
定される。
【００７４】
　なお、本実施例においては、テンプル調整ユニット３０が眼鏡枠形状測定装置１に設け
られている構成を例に挙げて説明したがこれに限定されない。テンプル調整ユニット３０
が備えられていない眼鏡枠形状測定装置においても、本開示の技術は適用可能である。
例えば、眼鏡フレームＦに取り付けられる眼鏡枠形状測定用治具を用いる構成であっても
よい。図１０は、眼鏡枠形状測定用治具の一例を示す図である。例えば、眼鏡枠形状測定
用治具８０は、テンプル調整ユニット（テンプル調整手段）８５を備える。例えば、テン
プル調整ユニット８５は、眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも
一方に当接し、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方のテンプルの位置を移動
させることによって、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更させる。本実施例に
おける、テンプル調整ユニット８５には、目盛部８７が備えられている。例えば、操作者
は、目盛部８７の目盛を確認することで、テンプル調整ユニット８５における左右の当接
部８８Ｌ，８８Ｒの間の幅の値を認識することができる。例えば、目盛部８７は、ガイド
部を兼用しており、ガイド部に目盛が付されている。例えば、当接部８８Ｌ，８８Ｒは、
目盛部（ガイド部）８７に沿って移動する。すなわち、当接部８８Ｌ，８８Ｒは、移動部
を兼ねる。これによって、左右の当接部８８Ｌ，８８Ｒの間の幅が変更される。例えば、
当接部８８Ｌ，８８Ｒは、左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲを把持可能な構成となっている
。なお、眼鏡枠形状測定用治具８０のテンプル調整ユニット８５の構成は上記構成に限定
されない。本実施例における眼鏡枠形状測定用治具８０のテンプル調整ユニット８５には
、上記記載のテンプル調整ユニット３０の種々の構成を適用することができる。
【００７５】
　眼鏡枠形状測定用治具８０を使用する場合、操作者は、眼鏡枠形状測定用治具８０を眼
鏡フレームＦに装着する。操作者は、眼鏡枠形状測定用治具８０のテンプル調整ユニット
８５を眼鏡フレームＦの左右のテンプルＦＴＬ，ＦＴＲの少なくとも一方に当接させ、左
右のテンプルの少なくとも一方のテンプルの位置を移動させることによって、左右のテン
プルＦＴＬ，ＦＴＲの間の幅を変更させる。この状態で、操作者は、眼鏡枠形状測定装置
に眼鏡フレームＦを配置し、測定を開始する。これによって、テンプル調整ユニットが備
えられていない眼鏡枠形状測定装置においても、装用者が眼鏡（眼鏡フレーム）を装用し
た際に、眼鏡フレームが変形することを考慮した眼鏡フレームの形状を測定することが可
能となる。
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【００７６】
　なお、本実施例における眼鏡形状枠測定装置が眼鏡レンズ加工装置に備えられている構
成であってもよい。例えば、眼鏡レンズ加工装置としては、眼鏡レンズをレンズチャック
軸に保持して回転するレンズ回転手段と、加工具回転軸に取り付けられた加工具を回転す
る加工具回転手段と、を備える。例えば、眼鏡レンズの周縁を鏡面加工する眼鏡レンズ加
工装置において、眼鏡レンズ加工装置の制御部は、眼鏡枠形状測定装置によって取得され
たリムの形状情報に基づいて、レンズ回転手段と加工具回転手段を制御して、眼鏡レンズ
の周縁加工を行う。なお、眼鏡レンズ加工装置の制御部としては、眼鏡枠形状測定装置の
制御部が兼用される構成であってもよいし、別途、眼鏡レンズ加工装置の各種制御を行う
ための制御部が設けられる構成であってもよい。
【符号の説明】
【００７７】
　１　眼鏡枠形状測定装置
　３０　テンプル調整ユニット
　５０　制御部
　８０　眼鏡枠形状測定用治具
　８５　テンプル調整ユニット
　１００　測定ユニット
　１１０　測定子
　１１２　測定子軸
　１０８　測定子移動ユニット
　１２０　回旋ユニット
　２００　回転ユニット
　３００　前後移動ユニット
　４００　左右移動ユニット
　５００　フレーム保持ユニット
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